
３－１　人口・世帯数の推移 各年10月1日現在

総 数 男 女

大正 年

昭和 年

平成 年

令令和和 年年

（注）　世帯数には、施設等の世帯を含む。

３.　国　勢　調　査

世帯あたり
人 員

（人 世帯）

人 口 密 度
（ 人 ㎡ ）区 分

（ 関 地 域 ）

（ 洞 戸 地 域 ）

人 口 （ 人 ）世 帯 数
（ 世 帯 ）

（ 板 取 地 域 ）

（武芸川地域）

（武芸川地域）

（ 武 儀 地 域 ）

（上之保地域）

（ 武 儀 地 域 ）

（上之保地域）

（ 関 地 域 ）

（ 洞 戸 地 域 ）

（ 板 取 地 域 ）

3 − 1　 人口・世帯数の推移

3.　 国　勢　調　査
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３－２　労働力人口（15歳以上） 単位：人　各年10月1日現在

男 女

昭和 年

平成 年

令令和和 年年

（注）総数に不詳を含む。

区 分
計

完 全
失 業 者

労 働 力 人 口

就 業 者
歳以上
人 口

非労働力
人 口

不 詳

３－３　人口集中地区（DID） 各年10月1日現在

総 数 男 女 人 口 面 積

昭和 年

平成 年

令令和和 年年

区 分
人 口 （ 人 ） 対 市 全 域 比 （ ）

世 帯 数
（ 世 帯 ）

面 積
（ ² ）

世 帯
あ た り
人 員

（人 世帯）

人 口 密 度
（人 ²）

３－４　主な通勤・通学者数の推移 単位：人　各年10月1日現在

区　　　分 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令令和和22年年

流 入 人 口

通　勤　者

通　学　者

流 出 人 口

通　勤　者

通　学　者

昼 間 人 口

常 住 人 口

自宅で従業

自宅外の自市で
従業･通学

（注）１　常住人口に労働力状態「不詳」を含む。

　　　２　平成27年より、流出人口は従業市区町村「不詳・外国」、

　　　　　通学市区町村「不詳」を含まない。

3 − 2　 労働力人口（15 歳以上）

3 − 3　 人口集中地区（DID）
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３－２　労働力人口（15歳以上） 単位：人　各年10月1日現在

男 女

昭和 年

平成 年

令令和和 年年

（注）総数に不詳を含む。

区 分
計

完 全
失 業 者

労 働 力 人 口

就 業 者
歳以上
人 口

非労働力
人 口

不 詳

３－４　主な通勤・通学者数の推移 単位：人　各年10月1日現在

区　　　分 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令令和和22年年

流 入 人 口

通　勤　者

通　学　者

流 出 人 口

通　勤　者

通　学　者

昼 間 人 口

常 住 人 口

自宅で従業

自宅外の自市で
従業･通学

（注）１　常住人口に労働力状態「不詳」を含む。

　　　２　平成27年より、流出人口は従業市区町村「不詳・外国」、

　　　　　通学市区町村「不詳」を含まない。

3 − 4　 主な通勤・通学者数の推移
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３－５　年齢（5歳階級）別人口

総 数 男 女 総数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～ － － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － － － －

総 数

年 齢 不 詳

年 齢
昭和55年 平成2年 平成7年昭和60年

3 − 5　 年齢（5 歳階級）別人口
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単位：人　各年10月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女 総総 数数 男男 女女

－

平成22年 平成27年平成12年 令令和和22年年平成17年
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単位：人　令和2年10月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女

板 取 地 域 上 之 保 地 域武 芸 川 地 域 武 儀 地 域

３－６　年齢（5歳階級）別地域別人口

総総  数数 男男 女女 総 数 男 女 総 数 男 女

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

年 齢 不 詳

総総 数数 関 地 域 洞 戸 地 域
年 齢

総 数

3 − 6　 年齢（5 歳階級）別地域別人口
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単位：人　令和2年10月1日現在

総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女

板 取 地 域 上 之 保 地 域武 芸 川 地 域 武 儀 地 域
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単位：人・％　各年10月1日現在

人 口 割 合 人 口 割 合 人人 口口 割割 合合 実 数 割 合

△ 3,870 △ 4.3

△ 1,557 △ 12.9

△ 4,651 △ 8.8

△ 2,344 △ 3.1

△ 1,281 △ 12.1

△ 3,293 △ 7.3

△ 147 △ 7.6

△ 39 △ 18.8

△ 117 △ 12.7

△ 200 △ 17.9

△ 27 △ 37.0

△ 155 △ 31.0

△ 19 △ 3.5

△ 484 △ 8.0

△ 146 △ 18.2

△ 527 △ 15.0

△ 441 △ 13.4

△ 50 △ 18.1

△ 367 △ 22.7

△ 25 △ 1.8

△ 254 △ 15.8

△ 14 △ 13.5

△ 192 △ 25.6

△ 48 △ 6.4

平成27年～令和2年の人口増減令令和和22年年平成22年 平成27年

３－７　年齢（3区分）別人口

人 口 割 合 人 口 割 合 人 口 割 合

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

（注）　総数に年齢不詳を含む。

上

之

保

地

域

区 分

総

数

関

地

域

洞

戸

地

域

平成7年 平成17年

板

取

地

域

平成12年

武

芸

川

地

域

武

儀

地

域

3 − 7　 年齢（3 区分）別人口
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単位：人・％　各年10月1日現在

人 口 割 合 人 口 割 合 人人 口口 割割 合合 実 数 割 合

△ 3,870 △ 4.3

△ 1,557 △ 12.9

△ 4,651 △ 8.8

△ 2,344 △ 3.1

△ 1,281 △ 12.1

△ 3,293 △ 7.3

△ 147 △ 7.6

△ 39 △ 18.8

△ 117 △ 12.7

△ 200 △ 17.9

△ 27 △ 37.0

△ 155 △ 31.0

△ 19 △ 3.5

△ 484 △ 8.0

△ 146 △ 18.2

△ 527 △ 15.0

△ 441 △ 13.4

△ 50 △ 18.1

△ 367 △ 22.7

△ 25 △ 1.8

△ 254 △ 15.8

△ 14 △ 13.5

△ 192 △ 25.6

△ 48 △ 6.4

平成27年～令和2年の人口増減令令和和22年年平成22年 平成27年

３－７　年齢（3区分）別人口

人 口 割 合 人 口 割 合 人 口 割 合

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

総数

　0～14歳

　15歳～64歳

　65歳以上

（注）　総数に年齢不詳を含む。

上

之

保

地

域

区 分

総

数

関

地

域

洞

戸

地

域

平成7年 平成17年

板

取

地

域

平成12年

武

芸

川

地

域

武

儀

地

域
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単位：人　令和2年10月1日現在

総総 数数 通通 勤勤 通通 学学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学
県 外

富 山 県 －－ － －
石 川 県
福 井 県
長 野 県
愛 知 県
名古屋市
豊橋市 －
一宮市
春日井市
犬山市
江南市
小牧市
岩倉市
愛西市 － － －
清須市 － － －
北名古屋市

弥富市 －－ － － － －
扶桑町 －
その他の市町村

三 重 県
滋 賀 県

その他の都道府県

女
地 域 名

総総 数数 男

３－８　他市町村から関市へ通勤・通学する15歳以上就業者数・通学者数

総総 数数 通通 勤勤 通通 学学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学
総 数
県 内

岐 阜 市
大 垣 市
高 山 市
多 治 見 市
中 津 川 市
美 濃 市
瑞 浪 市
羽 島 市
恵 那 市 －

美濃加茂市
土 岐 市
各 務 原 市
可 児 市
山 県 市
瑞 穂 市
飛 騨 市
本 巣 市
郡 上 市
下 呂 市
海 津 市
岐 南 町
笠 松 町
養 老 町
垂 井 町
関 ケ 原 町 －
神 戸 町
輪 之 内 町 －
安 八 町
揖 斐 川 町
大 野 町
池 田 町
北 方 町
坂 祝 町
富 加 町
川 辺 町
七 宗 町
八 百 津 町
白 川 町
東 白 川 村 －
御 嵩 町
白 川 村 －

地 域 名
総総 数数 男 女

3 − 8　 他市町村から関市へ通勤・通学する 15 歳以上就業者数・通学者数
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単位：人　令和2年10月1日現在

総総 数数 通通 勤勤 通通 学学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学
県 外

富 山 県 －－ － －
石 川 県
福 井 県
長 野 県
愛 知 県
名古屋市
豊橋市 －
一宮市
春日井市
犬山市
江南市
小牧市
岩倉市
愛西市 － － －
清須市 － － －
北名古屋市

弥富市 －－ － － － －
扶桑町 －
その他の市町村

三 重 県
滋 賀 県

その他の都道府県

女
地 域 名

総総 数数 男
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単位：人　令和2年10月1日現在

総総 数数 通通 勤勤 通通 学学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学
岐 阜 県 外
富 山 県 －－ － －
石 川 県 －
福 井 県 － － －
長 野 県 －
愛 知 県
名古屋市
一宮市 －
半田市 －－ － － － －
春日井市
津島市 －－ － － － －
豊田市
常滑市 －－ － － － －
弥富市 －－ － － － －
東浦町 －－ － － － －
幸田町 －－ － － － －
その他の市町村

三 重 県 －
滋 賀 県

その他の都道府県

男 女
地 域 名

総総 数数

３－９　関市から他市町村へ通勤・通学する15歳以上就業者数・通学者数

総総 数数 通通 勤勤 通通 学学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学
総 数

岐 阜 県 内
岐 阜 市
大 垣 市
高 山 市 － － －
多 治 見 市 －
中 津 川 市 －－ － －
美 濃 市
瑞 浪 市 －
羽 島 市
恵 那 市 －－ － －

美濃加茂市
土 岐 市 －
各 務 原 市
可 児 市
山 県 市
瑞 穂 市
飛 騨 市 －－ － －
本 巣 市
郡 上 市 －
下 呂 市 －
海 津 市 －－ － －
岐 南 町
笠 松 町
養 老 町 －－ － － － －
垂 井 町 －－ － －
関 ケ 原 町 －－ － － － －
神 戸 町 －－ － －
輪 之 内 町 －－ － － － －
安 八 町 －－ － － － －
揖 斐 川 町 －－ － －
大 野 町 －
池 田 町 －－ － － － －
北 方 町 －
坂 祝 町
富 加 町 －－ － －
川 辺 町 －－ － －
七 宗 町 －－ － －
八 百 津 町 －
白 川 町 －－ － －
東 白 川 村 －－ － －
御 嵩 町 －
白 川 村 －－ －－ －－ － － － － － －

（注）総数に不詳を含む。

地 域 名
総総 数数 男 女

3 − 9　 関市から他市町村へ通勤・通学する 15 歳以上就業者数・通学者数
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単位：人　令和2年10月1日現在

総総 数数 通通 勤勤 通通 学学 総 数 通 勤 通 学 総 数 通 勤 通 学
岐 阜 県 外
富 山 県 －－ － －
石 川 県 －
福 井 県 － － －
長 野 県 －
愛 知 県
名古屋市
一宮市 －
半田市 －－ － － － －
春日井市
津島市 －－ － － － －
豊田市
常滑市 －－ － － － －
弥富市 －－ － － － －
東浦町 －－ － － － －
幸田町 －－ － － － －
その他の市町村

三 重 県 －
滋 賀 県

その他の都道府県

男 女
地 域 名

総総 数数
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３－１０　産業別・年齢別就業者数
産 業 別
就業者数

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 総 数 男 女

農 業 農 業
農 業
林 業

林 業 林 業 漁 業

漁 業 漁 業

鉱 業 －

鉱 業 鉱 業 建 設 業

建 設 業 建 設 業 製 造 業

製 造 業 製 造 業

電 気 ・ ガ ス ・
熱供給・水道業

電 気 ・ ガ ス ・
水 道 業

電 気 ・ ガ ス ・
熱供給・水道業

情 報 通 信 業

運輸・通信業 情 報 通 信 業 運輸・郵便業

卸・小売業 運 輸 業 卸売・小売業

金融・保険業 卸売・小売業 金融・保険業

不 動 産 業 金融・保険業
不 動 産 ・
物 品 賃 貸 業

サービス業 不 動 産 業
学術研究、専門・
技 術 サ ー ビ ス 業

公 務
飲 食 店 ・
宿 泊 業

宿 泊 ・ 飲 食
サ ー ビ ス 業

分分類類不不能能のの産産業業 医療・福祉
生 活 関 連 サ ー
ビ ス ・ 娯 楽 業

教 育 ・
学 習 支 援 業

教 育 ・
学 習 支 援 業

複 合 サ ー ビ ス
事 業

医療・福祉

サービス業 他に分
類されないもの

複 合 サ ー ビ ス
事 業

公務 他に分類
されないもの）

サービス業 他に分
類されないもの

分分類類不不能能のの産産業業
公務 他に分類
されないもの）

分分類類不不能能のの産産業業

第第 次次 産産 業業

第第 次次 産産 業業

第第 次次 産産 業業

区 分

産業別就業者数 産業別就業者数

令和2年

歳 以上 人口

就 業 者

（注）就業者総数には
　　「分類不能の産業」を含む。

区 分区 分

第第 次次 産産 業業

歳 以上 人口

就 業 者

第第 次次 産産 業業

第第 次次 産産 業業

第第 次次 産産 業業

歳 以上 人口

就 業 者

第第 次次 産産 業業

第第 次次 産産 業業

3 − 10　 産業別・年齢別就業者数
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単位：人　各年10月1日現在

15～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65歳以上

－ － －

－ － －

－

産 業 別 ・ 年 齢 別 就 業 者 数

令和2年
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３－１１　県内市町村別人口及び世帯数

人　口 世 帯 数 人　口 世 帯 数 人　口 世 帯 数

総総 数数

岐 阜 市

大 垣 市

高 山 市

多 治 見 市

関関 市市

中 津 川 市

美 濃 市

瑞 浪 市

羽 島 市

恵 那 市

美 濃 加 茂 市

土 岐 市

各 務 原 市

可 児 市

山 県 市

瑞 穂 市

飛 騨 市

本 巣 市

郡 上 市

下 呂 市

海 津 市

（注）平成17年以前の人口・世帯数は、平成22年10月1日現在の境域に基づいて組み替えた。

市町村
平成22年 平成27年 令和2年

単位：人・世帯　各年10月1日現在

人　口 世 帯 数 人　口 世 帯 数 人　口 世 帯 数

岐 南 町

笠 松 町

養 老 町

垂 井 町

関 ケ 原 町

神 戸 町

輪 之 内 町

安 八 町

揖 斐 川 町

大 野 町

池 田 町

北 方 町

坂 祝 町

富 加 町

川 辺 町

七 宗 町

八 百 津 町

白 川 町

東 白 川 村

御 嵩 町

白 川 村

市町村
平成22年 平成27年 令和2年

3 − 11　 県内市町村別人口及び世帯数
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単位：人・世帯　各年10月1日現在

人　口 世 帯 数 人　口 世 帯 数 人　口 世 帯 数

岐 南 町

笠 松 町

養 老 町

垂 井 町

関 ケ 原 町

神 戸 町

輪 之 内 町

安 八 町

揖 斐 川 町

大 野 町

池 田 町

北 方 町

坂 祝 町

富 加 町

川 辺 町

七 宗 町

八 百 津 町

白 川 町

東 白 川 村

御 嵩 町

白 川 村

市町村
平成22年 平成27年 令和2年
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３－１３　住宅の所有状況 単位：世帯・人・人/世帯　令和2年10月1日現在

世 帯 数 世 帯 人 員 １世帯当たりの人員

持 ち 家

公 営 の 借 家

民 営 の 借 家

給 与 住 宅

住 宅 以 外 に 住 む 一 般 世 帯

内

訳

主

世

帯

間 借 り

区 分

住 宅 に 住 む 一 般 世 帯

３－１２　住居の状況 各年10月1日現在

公 営 民 営

昭和 年

平成 年

令令和和 年年

－

寄宿舎・
そ の 他

借 家 ・ ア パ ー ト
給与住宅

上 之 保 地 域

区 分 総 数 持 ち 家 間 借 り

関 地 域

洞 戸 地 域

板 取 地 域

武 芸 川 地 域

武 儀 地 域

3 − 12　 住居の状況
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３－１３　住宅の所有状況 単位：世帯・人・人/世帯　令和2年10月1日現在

世 帯 数 世 帯 人 員 １世帯当たりの人員

持 ち 家

公 営 の 借 家

民 営 の 借 家

給 与 住 宅

住 宅 以 外 に 住 む 一 般 世 帯

内

訳

主

世

帯

間 借 り

区 分

住 宅 に 住 む 一 般 世 帯

3 − 13　 住宅の所有状況
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